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RIKIO SATO 


カバ シャク 亜 科 (Archiearinae) は 世界 に 2 属 7 種 し か 知ら れ て いな い 小 さい グル ー ア で (井上 , 1961), わが 国 
に は Archiearis 属 の 2 種 が 分 布 し て いる . いずれ も ヨー ロッ パ と の 共通 種 で , A. parthenias Linnaes カバ シャ 
ク は , 北海 道 と 本 州 中 部 山地 に 分 布 し , それ ぞ れ subsp. bella Inoue, subsp. elegans Inoue と 別 亜 種 に され て 
いる . また A. notha Hübner クロ フカ バシ ャ ク は , 1955 年 に 岩手 県 盛岡 市 繋 で 1 8 が 発見 され okanoi Inoue な 
る 亜 種 名 が つけ られ た . その 後 1961 年 か ら 1963 年 に か け て 岩手 県 紫波 郡 紫波 町 新山 で 再発 見 , 一 時 は 棲息 地 の 環 境 の 
変化 に よっ て 絶滅 の 危険 が あっ た が , 幸 に ゃ 1975 年 以降 再び 同 地 で の 棲息 が 確認 され て いる (斉藤 ・ 片 山 , 1976 : 佐 
竹 ・ 斉 藤 , 1977). 

一 方 幼虫 に 関し て は , 中 村 (1975) が parthenias の 記載 を お こない , 斉藤 ・ 片 山 (1976) は notha の 採卵 に 成 
功 し 幼虫 の 飼育 記録 を 報告 し て いる . し か し 中 村 の 記載 に は 後述 する よう に 筆者 の 観察 と 一 致し な い 点 が あり , 斉藤 
・ 片 山 の 記録 に は 幼虫 の 形態 (chaetotaxy な ど ) に 関す る 記載 が 含ま れ て いな い . 筆者 は 佐竹 邦彦 氏 の 御 好意 に よ 
り , 同氏 が 1976 年 4 月 25 日 に 上 記 の 紫波 町 新山 で 採集 され た notha DP か ら 得 た 卵 を いた だ き , AEZ Y v+ > 
シ を 与え て 飼育 する こと が で きた . また 1977 年 7 月 3 日 長野 県 湯 の 丸 高原 に お いて シラ カバ を 摂 食 中 の parthenias 
の 中 一 終 部 幼虫 を 若干 採 集 す る と と も ぁ に , 杉 委 郎 氏 か ら は 同氏 が 1972 年 7 月 1 日 に 同 所 で 得 た 終 内 幼 虫 1 COREE 
本 ) の 恵 与 を 受け た . 本 報 で は これ ら の 杉 料 に 基づい て 両 種 の 弘 虫 に つい て 若干 の 知見 を 述べ た い . 

本 文 に 入る に 先立ち , いろ いろ 御 指 導い た だ いた 井上 寛 博士 , 研究 材料 を 提供 し て 下さ っ た 佐竹 邦彦 ・ 杉 繁 郎 両 氏 , 
有益 な 御 助 言 を いた だ いた 中 村 正 直 ・ 音 藤 修 両氏 に 深く 感謝 する . また , 採集 飼育 に 御 協力 いた だ き parthenias の 
写真 撮影 の 労 を と られ た 山本 光 人 氏 に あわ せ て 感謝 の 意 を 表し た い . 













































































































































































カバ シャ ク 亜 科 の 幼虫 





カバ シャ ク 亜 科 の 幼虫 に つい て は , 既に Singh (1959) が 北ア メリ カ 産 の Archiearis (=Brephos) infans 
Moeschler の 終 商 幼虫 の 詳細 な 記載 を 行い , 他 の 亜 科 と の 類 級 関 係 に も 言及 し て いる , 今回 調査 し た 日 本 産 の 両 種 
の 形態 は ほほ 完全 に infans と 一 致し て いる . 従っ て 細か い 記 載 を 省き , 本 亜 科 の 特徴 と 考え られ る 形質 を 中 心 に , 
中 村 の 記載 と 一 致し な い 個所 を 考慮 し つつ 記述 し た い . な お 前 胸 ・ 中 胸 ・ 後 胸 は それ ぞ れ Tl T2, T3 で , EEMI 
A1 一 A10 で あら わす . 東毛 の 名 称 は Hinton (1946) の シス テム を 使う が , 肛 上 板 ・ 尾 脚 上 の 刺 毛 は Dugdale 
(1961) に 従う . また Al 一 A7 各 節 の 刺 毛 L2 の 後 腹 方 に 生ずる シャ ク が ガ が 科 に 特徴 的 な 過剰 刺 毛 も Dugdale に 従っ 
て 「L4」 と 呼称 する . 主として 終 葵 幼虫 に つい て 記載 する が , notha は 1 豚 幼 虫 も 観察 し て いる の で 必要 に 応じ て 
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x 日 本 産 シ ジャク ガ 科 幼虫 の 記載 , IV. Descriptions of the larvae of Japanese Geometridae, IV, 
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Genus Archiearis Hiibner, 1823 





頭 部 (Figs. 6-8) 頭 幅 は 高 さ の 約 1. 1 倍 . RELA A CHBIO ARCHANI bhir., BIBT REST RUBE, 
RFE P2 は AF2 の 明らか に 上 方 に あり , P1 は 左右 の 前 額 疑 線 の 会 合点 より 明らか に 下方 に 位置 する . F1 は Fa 
と ほぼ 同じ 高き . 単眼 1 一 6 は 人 は ほぼ 同 大 . 1 一 4 が 等 距離 に 配置 し 4 は 6 より 3 に 近い . 単眼 5 は 触角 か ら 単 眼 の 
直径 程度 離れ て お り , RIE SOLE SO2 の 中 間 に あ る . 東毛 G1 は 他 の 刺 毛 に 比 し て 明らか に 微小 . 頭 部 に は 種 に 
よる 差異 は 全く 認め られ な い . 

Ag 上 唇 中 央 の 切れ こみ は parthenias の 約 0.43 に 比 し て notha は 約 0.33 で や や 浅い . 表面 の M 刺 毛 群 は 一 直 
線 を な さ ず , M2 を 頂点 と する 鈍 角 三 角形 を な す (Figs.9, 10), AIR? parthenias で は 9 KORWH bb, 外側 
の 第 1 一 4 歯 は 大 きく 第 5 歯 以降 次 第 に 小さ く な る (Fig. 11). 一 方 notha で は , 調査 し た 全 個 体 で 外側 の 第 1 一 
4 歯 は 大 きく 明瞭 に 認め られ る が , 第 5 歯 以降 は 不明 瞭 で 5 一 6 本 の 小さ い 歯 と し て か ろう じ て 認 め る こと が で き 
た (Fig. 12). 吐 糸 管 は 細長 く 基部 の 幅 の 約 2.5 倍 長 , 先 へ いく に つれ て ゆる や か に 細 ま る . 以上 の よう に 口 器 で は , 
上 唇 と 大 師 に 種 に よる 差異 が 認め られ る . し か し いずれ も わずか な 差 で も あり, LMSKRORGWEBRL CORE 
変え る こと も ゃ 充分 考え られ る の で , 種 の 検索 の キイ と し て 用 いる の は 危険 で ある . 中 村 の 図示 し た parthenias の 大 
朋 は お そら く 末 端 歯 の 磨 滅 し た 状態 の も の で あろ う 5. 

胴 部 表面 は 滑ら か で 特別 な 題 粒 や 突起 は 認め られ な い , 東毛 は 短小 で 針 状 の 通常 の 形状 . A6 に 通常 の 腸 脚 を 有 
する が , SHLAA DRI RICV TSE, さら に A3 一 A5 の 各 節 に も や や 退化 し た 腹 脚 を そなえ る 点 が , AH 
科 の 最大 の 特徴 で も や る (Figs. 1, 3), A3 の 腹 脚 が 最も 小さ く , A4, AD と 次 第 に 大 きく な る . LR ROMM 
notha の 場合 , A3 一 A5 で 完全 に 環状 , A6 で は 不 完全 な 環状 , A10 ( 尾 脚 ) で は 半 環 状 で ある . また 終 踊 幼虫 の 
釣 爪 は 両 種 と も A3 一 A5 で は 不 完全 な 環状 , A6 と A10 で は 長短 二 型 で 半 環 状 に 並び 中 央 で 分 離し な い . 数 は 次 
の 通り で ある . Parthenias: A3 (16—17), A4 (19—21), A5 (19—22), A6 (23—25), A10 (30—34) Notha : 
A3 (19—21), A4 (21—22), A5 (22—24), A6 (28—30), A10 (38—40). TI の L 刺 毛 群 は 2 本 認め られ , LI 
が 他 の 刺 毛 た 比 し て 明らか に 繊細 . 胸部 の SD1 刺 毛 も すべ て 繊細 で ある (Fig. 17). 腹部 の L1 刺 毛 は 気 門 の 後方 
で 明らか に 腹 方 に 位置 する . A1 一 A7 に は , L2 OKRET, L3 の 前 方 わずか に 背 方 の 位置 に L4 が 存在 する . 
この 刺 毛 の 存在 は , Singh (1959) や 中 村 $ も 指摘 し て いる よう に , 本 亜 科 が まさ し く シ ャ ク が 科 の 一 員 で ある こと を 
示し て いる . SV 東毛 群 は A1 で 1 本 , A2 で 2 本 , A3 一 A5 で は 腹 脚 上 に 3 A, A6 で は 同じ く 腹 脚 上 に 5 本 ( 稀 
に 6 本 ), さら に A7 一 A9 で は 1 本 生じ て いる (Figs. 18, 19). A6 の SV 刺 毛 群 は , 両 種 と も 所 検 標本 中 それ ぞ 
れ 1 個体 に お いて , 左 5 本 , 右 6 本 が 認め られ た . Singh (1959) は 唯 1 個体 に 基づい て infans を 記載 し て いる が か が, 
その 個体 が 「 右 6 本 , ASA) と 記し て いる . な お 1 齢 幼虫 (notha) で は , Al で 1 本 , A2 一 A6 で 2 本 , A7 一 
AO で は 1 本 と な っ て いる (Fig. 15), A2 に お ける S V 刺 毛 群 の 数 は , この よう に すでに 1 齢 幼虫 か ら 2 本 で あり, 
中 村 が 本 亜 科 の 特徴 と し て あげ た 「A2 で 1 本 | と いう 記述 は 疑問 で あぁ ある. また Dugdale (1961) が , シャ ク ガ 科 の 
亜 科 の 検索 表 の 中 で , 本 亜 科 の キイ と し て 使っ て いる 「A1 に SV2 が 存在 する 」 (SV2 present on Al) と いう 
記述 は , [A2 に SV2 が 存在 する 」 と 訂正 すべ きも の で あろ 2 う . 肛 上 板 上 の 刺 毛 は , SDI, D1, D2, L1 a: 
BE 1 本 ずつ の 計 8 本 で 過剰 刺 毛 は 生じ な い (Fig. 14). 尾 脚 上 の 東毛 CD1 は 突起 上 に 生じ て お り . シャ ク が ガ 科 の 
特徴 を そなえ て いる . RIE CD2 は L2 と 同位 置か わずか に 下方 に 位置 する (Fig. 13), 刺 毛 CD2 と し L2 の 位置 
関係 は , Singh (1953) が シャ ク が ガ が 科 の 亜 科 の 検索 に 用 いて いる 重要 な 形質 で ある が , infans で は 「CD2 が 明 ら 
か に L2 の 上 方 に ある 」 と 記載 され て お り , 日 本 産 の 両 種 と は 異な っ て いる . 亜 尾 板 は シャ ク ガ 科 の 一 員 に ふさ わ 
し く か な り 強 く 突 出す る . 

以上 日 本 産 カ バシ ャ ク 亜 科 Archiearis 属 の 2 種 の 幼虫 を 記載 し た . 種 間 の 相違 は 極め て わずか で あり , 北ア メリ 
AD infans も 含め 互い に 極 く 近 縁 の 種 群 と いえ よ 25. 
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Archiearis parthenias elegans Inoue 
カバ シャ ク (Figs. 1, 2) 


体長 22 一 25mm. 

1. 体 色 斑 紋 

頭 部 ・ 胴 部 共に 淡 黄 緑色 . SHORE. 背 線 は 二 重 の 細線 . 側線 , 気 門 上 線 , 気 門下 線 が 認め られ , 気 門下 線 
が 太く 最も 明瞭 . 刺 毛 DIL D2 刺 毛 の 基部 は 淡 黄 色 . 気 門 は 内 部 黒褐色 で 縁 は 黒色 で 明瞭 . 胸 脚 , R, 尾 脚 , 肛 
上 板 は いずれ も ゃ 淡 黄 緑色 . 

2. 所 検 標本 

WOW (長野 県 東都 町 ) : 1. W 1972 (1 個体 , 食 樹 シラ カン バ ) 杉 委 郎 採集 , 3. W. 1977 (7, シラ カン パ ) 

3. 生態 に 関す る 知見 

ョ ヨーロッパ の 原 名 亜 種 の 食 樹 は , 吉 く か ら 知 られ て お り , 手元 に ある 文献 で も や た っ て みた と ころ , 例え ば 有名 な 
South (1908) D4 ¥ 1 23 DRAJE ™ (1961 改 訂 新 版 ) に は , 若 齢 時 birch (シラ カン バ 属 ) の catkins ( 尾 状 花 
序 ) を 食し た 後に その 葉 を 食べ る と 記さ れ て いる . また Prout (1912) は birch と 共に , 多分 ある 地方 で は beech 
(ブナ 属 ) を 食べ る と 述べ , さら に Lhomme (1923) は Betula, Fagus の 他 に Quercus も 食 樹 と し て あげ て 
いる . この よう に 3 属 が 原 名 亜 種 の 食 樹 と し て 記録 され て いる が , お そら く Betula を 最も 普遍 的 な 食 樹 と 考え て さ 
し つか えな か ろう . Allan (1949) の 食 草 目録 で も , birch (Betula alba) の みあ げ ら れ て いる . 

わが 国 に お いて は 今 の と ころ Betula platyphylla Sukatchev var. japonica Hara シラ カン バ が 確認 され た 唯 
ー の 食 樹 で ある . 将来 同属 の ウ ダ イ カン バ , ダケ カン バ か ら 発見 され る 可能 性 は あろ う . 成虫 は 年 1 回 4 一 5 月 た の 
み 出 現し , 幼虫 は 7 月 上 一 中 旬 に 踊 化す る . MEER, 中 村 に よれ ば , 朽木 な ど に 小 比 を うがっ て も ぐり こみ , A 
口 を 薄い 膜 で ぉ ふさ いで 暴 化 する と いう 特典 な ぁ る の で ある . Prout (1912) も 本 属 の 解説 の 中 で , A a 7 PRO 
中 , ある い は “soft wood” の 中 で お こと な われ , 飼育 中 に は ュ ル ク の 中 人 に 好 ん で 穴 を うがっ て 入る と 記し て いる . HF 


















































で 越冬 する . 
Archiearis notha okanoi Inoue 
クロ フカ バシ ャ ク (Figs. 3-5) 
体長 23 一 27mm. 
1. 体 色 斑紋 


1 齢 幼虫 は 全体 灰 黒色 . 2 DIME 4 齢 まで は 全体 に 淡 医 線 色 で 白色 の 縦 線 が 走る (Fig.5). Ri AIR 
T, 単眼 域 と 刺 毛 P1, P2, A2, A3 で 囲ま れ た 部 分 が 黒色 , た だ し この 2 ヵ所 の 黒色 部 の 発達 に は 個体 変異 が あ 
り , 個体 に よっ て は 2 ヵ所 が 連続 し , 正面 か ら 見 る と 堪 右 の 黒色 部 が 八 の 字形 を 量 し て いる . 給 線 は 二 重 の 白色 細線 . 
側線 , 気 門 上 線 , 気 門下 線 い ずれ も 黄 白 色 . 気 門下 線 が 他 線 た 比 し て 太く 明瞭 . 各線 間 は さま ざま な 程度 に 黒色 味 を 
帯び , 全体 に 黒色 の 個体 を は じ め , 側線 ・ 気 門 上 線 間 と 気 門 上 線 ・ 気 門下 線 間 の 一 部 が 黒色 で 他 は 黄 褐 色 の 個体 な ど , 
変異 の 幅 は 大 きい . 気 門下 線 か ら 腹 方 は どの 個体 も 黄 緑色 . BOER ATE + BAO CHIR Se 
だ し 黒色 部 に は や は り 変 殿 が あり , ほ 眉 完全 に 黒色 の 個体 も ある . 気 門 橋 黄色 で 編 は 黒色 . 胸 脚 黄 緑 色 で 先端 の 一 部 
RE. 腹 脚 , 尾 脚 , 肛 上 板 は 黄 緑 色 . | 

2. 所 検 標本 

新山 (岩手 県 紫波 町 ) : 25. W. 1976 採集 採卵 飼育 (17 個 体 , ママ ナラ シ で 飼育 ) 佐竹 邦彦 採集 , 筆者 飼育 . 

3. 生態 に 関す る 知見 

本 種 の 食 樹 に つい て も , ヨー ロッ パ で は 古く か ら 知 られ て お り , 前 述 の South の 図説 に は aspen (ハコ ヤナ ギ 
E) を 食す と 記さ れ て いる . Prout (1912) は aspen を あげ , 同時 に sallow (カッ マヤ ナギ の 仲間 ) に 稀 に つく と 
述べ て いる . また Lhomme (1923) は „Populus tremula, P. alba の 2 種 を 食 樹 と し て と りあ げ て いる . 

わが 国 で は , 斉藤 ・ 片 山 (1976) が 雌 成 中 か ら 採卵 し ポア ラ を 与え て 初め て 飼育 に 成功 し た . その 後 棲息 地 で , 植 
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栽 さ れ た イタ リア ポア ラ を 食 樹 と し て いる こと が 確認 され た (佐竹 ・ 斉 藤 , 1977). し た が っ て 現在 わが 国 に お ける 
確認 きれ た 食 樹 は , Populus nigra L. var. italica Koehne イタ リア ポプラ の み で ある . し か し 筆者 は 前 述 し た 
よう に ママ ナラ シ で 人 銅 育 を 完了 し て お り , お そら く 野 外 で も ヤマ マナ ラ シ を 食 樹 と し て いる も の と 推定 され る . 幼虫 は 
2 枚 の 葉 の 間 に 入 りこ み , 何 カ 所 か を 簡単 に 糸 で つづ っ て いる (斉藤 ・ 片 山 , 1976). HARIR PIA O 中 な 
ど で お こ な う が , 筆者 は 飼育 の 際 に , コルク せん を 入れ て みた と ころ 簡単 に も ぁ ぉ ぐり こみ , HORTS L THHEL 
た . 成虫 は 年 1 回 4 月 下旬 一 5 月 上 旬 に 出現 する . BR REILH CHS. 



























































最後 に わが 国 に 産 し な い 本 亜 科 の 種 の うち 食 樹 の 判明 し て いる 3 種 に つい て 若干 ふれ て お きた い . 

旧 北 区 で は さら に 数 種 分 布 し て いる が , その うち A. puella Esper の 食 樹 が Populus と 判明 し て いる (Prout, 
1912), また 新 北 区 に は A. infans Moeschler の 他 に , 別 属 の Leucobrephos brephoides Walker が 分 布 し て お 
り , と も に 食 樹 や 生活 史 が 判明 し て いる (Gibson et Criddle, 1916), カナ ダ の Forest Insect Survey (Pre- 
ntice, 1963) に よっ て 記録 され た 両 種 の 食 樹 は 次 の 通り で ある . A. infans : Betula papyrifera (45exs.), B. 
glandulosa (6), Salix (8), Populus tremuloides (4), A. infans oregonensis: Alnus rubra (2), Betula 











papyrifera var. commutata (1), L. brephoides: Populus tremuloides (15), P. balsamifera (2), Salix 
(6), Betula papyrifera (14), B. papyrifera var. commutata (1), Alnus (11). 

以上 の よ 2 に 世界 的 に みて も , 幼虫 既知 の 種 に 関す る 限り で は ある が , カバ シャ ク 亜 科 の 食性 は 明らか に カバ ノ キ 
科 (特に Betula) と ヤナ ギ 科 (特に Populus) に 強く 結び つい て いる と いえ よう. 



































Figs. 1-4. Last instar larvae of Archiearis : (1) A. parthenias elegans, lateral aspect; 
(2) ditto, dorsal aspect ; (3) A. notha okanoi, lateral aspect; (4) ditto, dorsal aspect. 
Fig. 5. Fourth instar larva of A. notha okanoz. 
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Figs. 6-14. Last instar larvae of Archiearis : 6-8. Head, (6) A. parthenias elegans ; 


(7) A. notha okanoi; (8) ditto, ocellar area; 9-10. Labrum, (9) A. parthenias elegans ; 


(10) A. notha okanoi; 11-12. Mandible, (11) A. parhtenias elegans; (12) A. notha 


okanoi; 13, Anal proleg of A. notha okanoi ; 14. Anal shield of A. notha okanot. 
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Figs. 15-19. Chaetotaxy of the larva of A. notha okanoi: 15-16. First instar larva; 
17-19. Last instar larva. 
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Summary 


The subfamily Archiearinae, probably the most primitive group of Geometridae, is represented 
by two species in Japan: Archiearis parthenias Linnaeus (subsp. bella Inoue & subsp. elegans Inoue) 
and A. notha Hiibner (subsp. okanoi Inoue). In this paper the author described the larvae of 
these species. For the nomenclature of the setae Hinton’s system (1946) is adopted. The thoracic 
and abdominal segments are referred to as TI to T3 and Al to A9 respectively. These two species 
are closely related to one another. Slight differences can be found in the labrum and 
mandible, but the most useful character for separation of species is the colour pattern. These 
species have the following characters, commonly found among the larvae of Geometridae. Lateral 
setal group bisetose on T1; subventral setal group bisetose on Tl and unisetose on T2 and T3; 
seta CDl on anal proleg borne on a tubercle; seta L4, the additional subprimary lateral seta, 
present on Al to A7 ; subanal plate produced posterior into a blunt tip. The presence of ventral 
prolegs on A3 to A5 may serve to distinguish this subfamily from all the other subfamilies of 
Geometridae. They are gradually reduced from A5 to A3. Subventral setal group unisetose on Al 
and bisetose on A2. Reduced prolegs of A3 to A5 with 3 external setae respectively, and ventral 
proleg of A6 with 5 or 6 external setae. Seta CD2 on anal proleg almost level with or slightly 
below level of seta L2. Crotchets of ventral and anal prolegs biordinal and complete : those of A3 
to A5 forming an incomplete circle. 

Japanese species are closely related to A. infans Moeschler from North America, of which 
larva was described by Singh (1959). 

A. parthenias elegans feeding on Betula platyphylla var. japonica and A. notha okanoi on Populus 
nigra var. italica. 
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